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 Ⅷ 計画の達成状況の評価 

  

 １．小牧市地域公共交通網形成計画の評価 

 

本計画の達成状況を検証するため、「事業のＰＤＣＡサイクル※」、「路線単位のＰＤＣＡサイク

ル」の２つの視点に基づき、評価を実施します。 

「事業のＰＤＣＡサイクル」は、「Ⅵ 計画の目標」で設定した目標値に対し、中間年次、目標

年次に各種アンケート、ＯＤ調査等によりそれぞれ評価・検証を実施し、適宜事業の見直しを行

います。 

「路線単位のＰＤＣＡサイクル」は、毎年評価・検証を実施し、適宜改善策を検討するものと

します。目標年次には路線のサービス水準の見直しや、機能の変更等の見直しを実施します。 

事業の評価・検証にあたっては、各主体の代表者により構成される小牧市地域公共交通会議に

より実施し、路線単位の評価・検証にあたっては、各運行主体が主体的に実施します。 

また、その結果に基づいて、各主体が相互に連携を図りながら、地域公共交通を維持、活性化

していくものとします。 

 

※参考資料 用語解説 参照 

図Ⅷ-１-１ 公共交通ネットワークの評価・検証の流れ（ＰＤＣＡサイクル） 
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 ２．事業単位の評価・検証 

「事業のＰＤＣＡサイクル」は、「Ⅵ 計画の目標」で設定した目標値に対し、中間年次、目標年次に各種アンケート、ＯＤ調査等によりそれぞれ評価・検証を実施し、適宜事業の見直しを行います。 

地域公共交通網形成計画の 
策定・見直し【Plan】 

 各種事業の実施【Do】  事業の評価・検証【Check】

将来像 基本方針 目標 

 施策 

 評価指標  
（１） 

公共交通ネットワークの構築 
（２） 

交通結節機能の強化 
（３） 

公共交通の利用促進 

（４） 
持続可能な交通 
サービスの提供 

 事業

１－１

事業

１－2

事業

１－３

事業

１－４

事業 

１－５ 

事業 

２－１ 

事業 

２－２ 

事業 

２－３ 

事業 

２－４ 

事業 

３－１ 

事業 

３－２ 

事業

３－３

事業

３－４

事業

３－５

事業

３－６

事業

３－７

事業 

３－８ 

事業 

３－９ 

事業 

３－１０ 

事業 

３－１１ 

事業 

４－１ 

事業 

４－２ 

事業 

４－３ 

１ 

活力ある

まちづく

りを支え

る交通体

系 

１-  １-１ ⇒ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○            ○   ⇒

中心拠点及び地域拠点の交通

結節点相互をバスで移動する

利用者数 

１-  １-２ ⇒ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○            ○   ⇒

中心拠点の交通結節点におけ

る鉄道･バスの日平均乗車人

数 

１-  １-３ ⇒ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○            ○   ⇒

地域拠点の交通結節点におけ

る鉄道・バスの日平均乗車人

数 

２ 

持続可能

な交通体

系 ２-  

２-１-１ ⇒ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   ○   ⇒

公共交通（鉄道、路線バス、

こまき巡回バス、タクシー）

を月に１回以上の利用をする

人の割合 

２-１-２ ⇒ ○ ○ ○  ○  ○   ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○   ○   ⇒

公共交通（鉄道、路線バス、

こまき巡回バス）を通勤また

は通学目的で利用する人の割

合 

２-  ２-２ ⇒ ○                    ○ ○ ○ ⇒
市補助路線及びこまき巡回バ

スの収支率 

３ 

地域を支

える交通

体系 

３-  ３-１ ⇒ ○                       ⇒
公共交通徒歩圏域人口カバー

率 

３-  ３-２ ⇒      ○ ○ ○ ○ ○ ○     ○        ⇒
高齢者及び障がい者等の公共

交通に対する不満足度 

４ 

交流を促

す交通体

系 

４-  

４-１-１ ⇒ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○             ⇒

鉄道または高速バスへ乗り継

ぐバス利用者のバスに対する

不満足度 

４-１-２ ⇒ ○  ○  ○  ○                 ⇒
小牧市内の各拠点から名古屋

駅への移動時間 

４-  ４-２ ⇒ ○                  ○ ○    ⇒
主要観光施設の最寄り駅・最

寄りバス停の日平均乗車人数

 

 
 
 

 

※基本方針、目標、評価指標の基準値及び目標値は、Ⅵ（P110～113）参照、各事業は、Ⅶ（P114～138）参照 

＜中間年次＞改善策の検討・実施【Action】 ＜目標年次＞事業の見直し等の検討【Action】
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 ３．路線単位の評価・検証 

 

 

Yes No 

Yes No 

Yes No 

●利用状況等により、交通事業者が

利用者ニーズに応じたサービス

水準等について検討 
（なお、サービス水準の変更にあた

っては、小牧市地域公共交通会議

において協議する） 

●利用者ニ

ーズに応

じたサー

ビス水準

の向上を

検討 

●利用者ニ

ーズに応

じたサー

ビス水準

の見直し

を検討 

毎年評価を実施し、幹線系路

線としての機能維持に向け

た改善策を適宜検討・実施 
・利用促進策 
・ダイヤ調整 

市内公共交通 

●幹線系路線とし

て維持し、利用者

ニーズに応じた

サービス水準の

向上を検討 

・地域懇談会等におけ

る意見聴取 

【民間交通事業者が運行する路線】

南北鉄道軸 

都市間連絡軸（高速バス） 
東西公共交通軸（バス） 

都市間連絡軸（バス） 

タクシー 幹線系路線 支線系路線 

【行政が主体的に運行する路線】 

生活交通軸（バス） 

＜サービス評価基準＞ 

①コース別利用者数（人/日） 

②コース別利用者数（人/便） 

【民間交通事業者が運行す

る路線（補助路線）】 
東西公共交通軸（バス） 

＜サービス評価基準＞ 

・利用者数（人/日） 

 
毎年評価を実施し、支線系路

線としての機能維持に向け

た改善策を適宜検討・実施 
・利用促進策 
・ダイヤ調整 

●幹線系路線とし

て存続し、利用

者ニーズに応じ

たサービス水準

を検討 

●支線系路線への

変更を基本に、

支線系路線と一

体となった見直

しを検討 

Yes No 

Yes 

●幹線系路線への

変更を基本に、

幹線系路線と一

体となった見直

しを検討 

●支線系路線とし

て維持し、利用

者ニーズに応じ

たサービス水準

の向上を検討 

Yes No 

●地域の移動特性を

踏まえたサービス

のあり方（福祉施

策、デマンド型交

通など）を検討 

●路線廃止

一定の需要が存在

し、何らかの移動手

段の確保が必要 

●支線系路線とし

て維持し、利用

者ニーズに応じ

たサービス水準

を検討 

幹線系路線

への変更に

ついて検討 

Yes No 

ＯＤ需要が束ねられ、定

時定路線としての運行

が望ましい 

支線系路線

への変更に

ついて検討

（検討にあたっての参考資料）

 
・バス停別利用者数 
・利用者ＯＤ（移動需要とルー

トのチェック） 
・利用者一人当たり負担額 
・人口一人当たり負担額 

Yes No 

No 

①及び②を満たすか 

①を満たすか

①及び②を満たすか 

Yes 

②を満たすか
No 

※生活交通軸（バス）については、およそ３年間の利用状況を踏まえ、

およそ５年サイクルで見直しを図ります。ただし、小規模なルート、

ダイヤの変更については、ニーズを踏まえ、適宜見直しを図ります。 

便別利用者

数に基づく

減便を検討

駅アクセス需要が

多く存在する等、幹

線系路線として存

続する必要がある 

便別利用者

数に基づく

減便を検討 

No 

Yes 

①を満たすか 

利用者増により積

み残しが常態化す

る等、幹線系路線へ

の変更が望ましい 

＜サービス評価基準＞ 

①コース別利用者数（人/日） 

②コース別利用者数（人/便） 




